
新型コロナウイルス感染拡大防止「重点期間」のお願い 

福島県立川口高等学校長 

 

日頃から、新型コロナウイルス感染拡大防止につきましては、ご理解とご協力をいただ

いているところではありますが、テレビや新聞報道等のとおり、変異株への置き換わりが

進み、県内においても児童関連施設や部活動等での大規模クラスターが発生するなど、高

校生を含む１０代以下の感染者が急増（裏面参照)しております。 

このような状況を踏まえ、本校の特性や地域の生活環境及び３年生の進路決定活動期間

の大切な時間であることを考慮し、下記のとおり「感染防止対策の強化」を図ることとい

たしましたので、引き続きご理解とご協力をお願いいたします。 

記 

１ 期  間  ８月３１日（火）「全国、福島県の感染状況から延長もあります。」 

 

２ 重点内容  県教委からの通知文や報告資料を参考に以下の事に重点を置きます。 

 

①  感染リスクが高いと思われる活動を控え、基本的な感染防止策（マスク着用、手指

の消毒、対面での食事、マスクをはずした会話等）を徹底する。 

 

②  かぜ症状等や体調が悪いときは、担当(教員や寮指導員等)に相談し指示を受ける。 

なお、学校の出席扱いについては考慮いたしますので、少しの体調変化でも相談して

ください。 

 

③  寮生は、原則１人部屋で生活する。 

 

④  原則、宿泊を伴う活動は禁止とする。（早朝からの試合等があれば、引率顧問等の指

導の下での宿泊も許可する。） 

 

 

⑤  進路活動（受験やオープンキャンパス等）で、感染拡大地域及びまん延防止等重点措

置適用地域への移動が必要な場合は、保護者の承諾の上許可する。 

 

 

 

 

 

 



参考資料１「福島県教育委員会からの通知文抜粋」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 現在、新たな変異株（デルタ株）の感染者数が増加している。 

 ○ 感染力の強い変異株の拡大とワクチン接種状況により、従来とは異なった若い年代の感染者数が

増加している。  

○ 変異株の感染力は強く、屋外飲食のような３密ではない状況でもクラスターが発生している。 

 

参考資料２「福島県教育委員会からの通知文抜粋」 

 感染リスクが高いと思われる行動例 

１ 学校内における行動例 

 ○近い距離でマスクをはずした会話や接触等（握手など含む） 

 ○向かい合った近い距離でのマスクをはずした飲食等（昼食など含む） 

 ○       〃            発声練習等（部活動の声だしなど含む） 

 ○運動部における２人１組で行う接触頻度の高いトレーニングやストレッチ等 

 ○複数の生徒による、ソーシャルディスタンスの確保が困難な部屋や狭い居室の利用（飲食含む） 

 ○飲食を伴うレクリエーション（部活動等のイベント等） 

 ○風邪症状があったが、部活動等に参加 

 ○私物の共有（部活動のタオルの貸し借りや飲料水の回し飲みなど含む） 

２ 学校外における行動例 

 ○下校中及び部活動後の複数名での飲食 

 ○飲食を伴う会合（バーベキュー、飲料水の回し飲み等） 

 ○感染拡大地域及びまん延防止等重点措置適用地域への往来（音楽ライブ等のイベントへの参加） 

 ○飲食を伴う娯楽施設（カラオケ等）での遊興 

 ○県外からの帰省・移動した家族や親戚との接触（特に感染拡大地域及びまん延防止等重点措置適用地域） 

 


